
教科：工業、科目：建築実習、対象：第３学年A組、３単位、使用教科書：建築実習１・２（実教出版） 教科 教務 副校長 校長

教科担当者：（A組：山口直志　㊞　、遠藤　悟 　㊞　、小林　克哉 　㊞　）

※３班に分かれ、以下の３課題をローテー
ション学習する。
Ａ．施工実習
○鋼製単管足場の組立・解体
Ｂ．計画実習
○昼光率の測定
Ｃ．ＣＡＤ実習（ＲＣ造）
○平面図、立面図、かなばかり図の作成

○レポートやＣＡＤ図面の提出物
評価、学習の取組み状況などを総
合的に評価する。

Ａ．施工実習について
○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。
○実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出するこ
とができる。
○鋼製単管足場の組立・解体の方法を理解する。
○鋼製単管足場が労働安全衛生規則の規定を満足しているか
確認できる。
Ｂ．計画実習
○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。
○実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出するこ
とができる。
○照度計の正しい使用方法を理解する。
○測定結果と、環境基準値と照らし合わせ、室の採光性能を
検討する。
Ｃ．ＣＡＤ実習（木造２階建）について
○ＣＡＤのレイヤー・線種・線色などを理解できる。
○木造住宅の建築に必要な知識と技術を理解する。
○建築図面を正しく読み取ることができる。
○複写，伸縮，包絡などＣＡＤの持つ機能を十分に活用する
ことができる。
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○レポートやＣＡＤ図面の提出物
評価、学習の取組み状況などを
総合的に評価する。

※３班に分かれ、以下の３課題をローテー
ション学習する。
Ａ．施工実習
○安全教育
○鋼製枠組足場の組立・解体
Ｂ．計画実習
○騒音測定
Ｃ．ＣＡＤ実習（木造）
○平面図、立面図、かなばかり図の作成

Ａ．施工実習について
○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。
○実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出するこ
とができる。
○鋼製枠組足場の組立・解体の方法を理解する。
○鋼製枠組足場が労働安全衛生規則の規定を満足しているか
確認できる。
Ｂ．計画実習
○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。
○騒音計の正しい使用方法を理解する。
○測定結果と、環境基準値と照らし合わせ、音の性質を理解
する。
Ｃ．ＣＡＤ実習（木造２階建）について
○ＣＡＤのレイヤー・線種・線色などを理解できる。
○木造住宅の建築に必要な知識と技術を理解する。
○建築図面を正しく読み取ることができる。
○複写，伸縮，包絡などＣＡＤの持つ機能を十分に活用する
ことができる。
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年間授業計画 １年間の計画を確認した後押印

指導内容
【年間授業計画】

科目「建築実習」の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】
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指導内容
【年間授業計画】

科目「建築実習」の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】
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Ａ．施工実習について
○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。

○実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出するこ
とができる。

○鉄筋・型枠の組立方法を理解する。
○鉄筋・型枠の組立が設計図面の寸法を満足しているか確認

できる。
Ｂ．計画実習

○事故防止に努め、安全に作業を行うことができる。
○実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出するこ

とができる。
○照度計の正しい使用方法を理解する。

○測定結果と、環境基準値と照らし合わせ、室の採光性能を
検討する。

Ｃ．ＣＡＤ実習について
○ＣＡＤのレイヤー・線種・線色などを理解できる。
○木造住宅の建築に必要な知識と技術を理解する。
○建築図面を正しく読み取ることができる。

○複写，伸縮，包絡などＣＡＤの持つ機能を十分に活用する
ことができる。

○データの共有化により作業効率が向上することを理解す
る。

※３班に分かれ、以下の３課題をローテー
ション学習する。
Ａ．施工実習
○鉄筋組立作業
○型枠組立作業
Ｂ．計画実習

○人工照明の測定
Ｃ．ＣＡＤ実習

○外観パースの作成
○中間ファイルの応用
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○レポートやＣＡＤ図面の提出物
評価、学習の取組み状況などを総

合的に評価する。
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